
図-６に流動障害Ｒ１の間隙通過速度Vpassと見掛けの密度比および圧縮強度比の関係を加振方法・

採取位置別に示す。スランプ12±2cmでは，Ｂ室のコンクリートを採取してシリンダー供試体を作製し

ていない。よって，図中のデータは，スランプ18±2cmと8±2cmにおける加振ボックス充塡試験のとき

のみである。

間隙通過速度Vpassは，加振方法別で大きく異なり，標準加振の場合，すべての配合で1.0mm/s以下

で相当に遅く，流動障害という履歴を受ける時間が長い。しかしながら標準加振では，上層のみが

0.96以下の領域に分布し，中・下層は1.0付近以上の領域に分布する。つまりＢ室の上層と中・下層間

において材料分離が起こっている。この傾向は，近傍加振の間隙通過速度Vpassが大きい場合は，上

層でも0.96以上となり，材料分離の程度が減少している。標準加振の場合，Ｂ室で締固め過ぎによる

材料分離が起こっていると考えられる。

鉄筋の近傍で締め固めを行うことは，ＰＣ構造物のような高密度配筋の部位の締固めに関して，間

隙通過性を向上させ，材料分離を抑制することが可能であると思われる。

５．おわりに

本研究では，高密度配筋を想定した流動障害Ｒ1(Ｄ10×5本)を用いた加振ボックス充塡試験を用い，

バイブレータの加振距離の違いが間隙通過性と流動障害を通過したあとのコンクリートの圧縮強度と

見掛けの密度に与える影響について実験的に検討した。その結果，鉄筋近傍(鉄筋とバイブレータの距

離40mm)で振動締固めを行うことにより，間隙通過性が向上し、鉄筋通過後の圧縮強度や見掛けの密度

からコンクリートの品質が良くなることが確認できた。
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図-６ Ｒ１間隙通過速度Vpassと見掛けの密度比と圧縮強度比の関係
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